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遠 心 電 気 集 塵 器

CentrifugalElectrostatic Precipitator

橋本清隆* 諌早典夫*

内 容 梗 概

集塵性能の高い電気集塵器(EP)と構造が簡単で保守が容易で,しかも,価格が低靡なサイクロン

集塵器(C.Y.)との特長を綜合した遠心電気集塵器(CYrEP)を考案した｡この新型式の集塵器を試作

し,諸種の運転条件のもとでセメント原料紛および酸化亜鉛ダストについてその集塵特性を測定した結

果,サイクロン集塵器のような機械的集塵器では経済的にまた,原理的に集塵不可能な10/∠以下の微

粒子をも遠心電気集塵器の入口風速20m/sの高速旋回気流中から能率よく分離集塵できることが確認

され,これを至堅諭的にも解明した｡

この結果に基づいて本装置の設計要領を検討し,また本装置と電気集塵器とを併用した集塵方式が電

気集塵器を単独に使用するよりも性能的に,また経済的に有利である場合について吟味した｡

〔Ⅰ〕緒

ある工業生産工程において

言

生したガス中に懸属する

腰属眉(ダストまたはミスト)を分離捕集するため,従

から多種多様の機械的集塵器が考案,実施されてきて

いる(2)｡

一般には集塵目的および煙覇の物理,化学的性質,ガ

ス状態あるいは設置場所の関係などに応じて選択使用さ

れるが,これらのうちもつとも構造が簡単で取扱いやす

く,その上価格の低廉なサイクロ:/,またはマルチサイ

クロ:/が広く使用されている｡しかしいずれにしてもそ

の集塵原理および実績にかんがみて,約20一〃 以下の微

粒子を経済的に能率よく分離捕焦することは困難であ
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第1回 サイクロン縦断

田内半径方向のガス
Flow Patternおよび

仮想円錐

Fig.1.Radial Gas

Flow Pattern in

Vertical Cross-Sec-

tional Plane of

Cyclone andItsAs-

sumed Conic

*
日立製作所日立研究所

る｡そこで筆者らは機械的集塵法と電気的集塵法との両

特長を組合せて低廉な設備費で高い集塵性能をもつ集塵

器型式をうる目的で電気集 の低負荷高性能に,サイク

ロ∵ンの高負荷高性能を配し,負荷変動にかかわらず常に

高集塵率を保持する遠心電気集塵器(CY-EP)の型式を

考案した(1)｡

まず,硝子製単一サイクロン内に放電極を設けた小型

CY-EPについて集塵機構を解明し,ついで工業的規模

のCY-EPについてその実績を確認した｡以下これの実

験結果とCY-EPの特長について述べる｡

〔ⅠⅠ〕集塵原理の考察

最初こサイクロン白身の集塵機構について考え,つぎ
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にサイクロ:/内の高圧放

日 立

極を設けた場合の電気集塵作

用について考案を進めることにする｡

サイクロンの集塵作用に関する研究は我国および諸外

国において数多くなされているが,その理論式および実

験式はいずれも集塵可能最小粒子径を与えているのみで

集塵率をつまびらかにしたものは少い｡この集塵可能最

小粒子径を与える理論式では池森氏の提案(3)がもつとも

明解な物理的意味付けがなされているように思われるの

でこれを基にして考察を進めることにする｡

サイクPン内の流繰図(Flow Pattern)を第1図(前

頁参照)および第2図(前頁参照)のように考える｡すな

わちサイクロンの中心軸にそって縦断した場合ガス推進

方向のガス流緑園(FlowPattern)は第1図のようにな

り,また任意水平断面内の円周方向のガス周速度分布は

幕2図(A)のようになるものと考える｡つぎにサイクロ

ン入口吹込風速yjで流入する気流は外筒と内筒の問お

よび円錐部を旋回降下した後,逐次内筒に向って旋回上

昇するものと考える｡いま甫l図において内筒下端cd

と円錐部の頂点0を結んだ高さをZとし,頂角βの仮想

円錐cdOを考える｡池森氏は旋回気流はこの仮想円錐

の周囲を幾旋回かしてC′d′平面に到達し,これより逐

次c′d′平面以下の仮想円錐の側面より内部に向って,い

わゆる二重渦流(Rankine'seddy)を形成して流入し,

またc′d′0なる円錐の側面全体にわたってその流入速度

が均等に分布しているものと考えている｡このように考

えるとサイクロン半径方向のガス分速度Ⅳrは

ぴr=
か=■､

打椚2月虚Z …………………‥,(1)

こゝに ゐ:サイクロン入口の高さ

み:サイグロソ入口の隔

月i:サイクロン内筒の半径

Z:仮想円錐の高さ

椚:旋回気流の流入が生じうる仮想円錐の高

さを決める定数

み=(点0一月f)では〝㌍≧1

み<(点0一皮f)では桝≧0.3

と与えられる｡このU,はLinden,矢野氏(4)らの実測

によるとサイクロン半径方向および軸方向に対して一定

であるといわれている｡第2図(B)に示すようにββ′平

面上にある直径¢の粒子(以後の考案ではすべて球形と

みなす｡)を考え,軸心即0からこの粒子までの距離を点

とする｡この点における旋回気流の水平面内の速度成分

を托 その周分適度を打"半径分速 を 町r とし,ま

たこの粒子の比重をpg気体の密度をpy,とすれば打亡

に基づく遠心力ダ¢は

ダ

…………….(2)

評 論 第38巻 第4号

であり,ぴ,に基づくストークスの抗力ダgは

ダ.=37r〝¢打r‥‥‥….‥‥‥‥

こ｣に 〃:ガスの粒性係数

である｡

つぎに,高圧放電極が仮想円錐面(CdO)上に配置され

た場合に前述の粒子¢に働く電気カギ∴を求める｡放電

極(負極性)のコロナ放電により発生した多数の負ガス

イオンおよび電子は,サイクロ:/外筒(正極性,接地極)

に向って走行し,その中を通過する粒子¢は瞬時に負に

帯電し,前述の打fに基づく遠心力ダeと同方向のクー

ロンカダ¢を受ける｡この電気カグgは

ダゼ=兜goG…………………………(4)

ゝに

go:単位電荷=4.8×10~10eふu.

搾:収得単位電荷数

G:電位傾度

で与えられる｡しかして粒子の荷電機構は粒子径が約

10~4cm以上では負イオンまたは 子の衝突(Bombard-

ment)により,また約10-4cm以下では主としてイオ

ンの拡散によるものとに2大別される(5)｡前者によるも

のではその収得電荷数循は

となり,

〝=

ゝに

¢2G
4♂0

こ:粒子の誘電率

後者によるものでは

汀¢C勅go2
2烏r

ゑ:ボルツマン定数

r:ガス温度

耶:イオン密度

C:Kinetic theoryに基くイオンのR.M.S.

遠匿

f:作用時間

となる｡いまイオンの衝突(Bambardment)のみによ

る荷電を考えれば(4)式はつぎのようになる｡

ダ㍉(1+2
¢2G2_¢¢2G2

4 4 ……(7)

CY-EPでは粒子は ダ｡+ダ`=F8 の作用力を受けて

ガス流を横切り,外筒方向に推進されながら仮想円錐の

外を旋回降下する問に,外筒に到達し,内壁に泊って下

部ホッパーに落下する｡もしも,ダ｡+ダ¢=ダ.にもとづ

く粒子の集塵速度【んが旋回気流の内向半径方向速度よ

り小さいときには上昇気流に乗って内筒に誘われる｡ゆ･

えに集塵可能最小粒子径については(2),(3)および(7)

式よりつぎの関係式が成立する｡
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(∴〔
¢2(pg-P｡)Ⅳ£2

18/J点
＼･‥(●ご二
127r〃 〕……(8)

しかして旋回気流の周分速度:玖 はShephered,

Lapple(6)(7)および我国の

捏可

家の実験より(4)(8〉〝(13)

で与えられる｡たゞし乃は流休の粘性,含塵密度,およ

びサイクロンの寸法などによって決る定数で,粘性の非

常に大きい流体,高温ガス,壁の摩擦抵抗の大きい小型

サイクロン,あるいは高含塵密度の場合は乃て=0とす

る｡また,非常に小さい粒子で含塵密度の小さい場合に

は乃=1/2とする｡

壁の摩擦抵抗の小さい大型サイタロ=/では紹==1/4と

する｡つぎに(1),(8)および(9)式より

打r=
ゐ∂Ⅴ宜

打椚2月宣Z

¢2V宜2(β8-Pp)
2.56ゐあ

::人'〟･

18/JR
早¢G2
12汀〃 ‥(10)

となる｡ゆえに集塵可能最小粒子径¢Ⅲ盲≠は半径点上に

ある粒子¢が平衡状態になければならぬから(10)式

より

Vi3(β8-βタ).(牢6舶)2竹 4舶

(2風勘)2刑+1 7r椚2Z

(
沢
)
吋

樹
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第3図 理論計算によるCY-EP型集塵器の集塵率

と入口風速との関係
Fig.3.TheoreticalRelation between Collec-

tion E丘ciency andInlet Gas Velocity of

Type CY～EP Collector

y宜2(p8-βp)(2･56舶)2≠

9′上月泣几+1(2忍j)2竹

となる｡

すなわち¢用言≠は仮想円錐の半径Rの函数となる｡

っぎに集塵対象煙霧質の粒度分布函数を′(¢)とすれば

CY-EPの集塵率りは

‡:;i;血相湖d忍
×100(%)……(12)

こ ゝに

忍2:仮想円錐半径の上限

忍1:仮想円錐半径の下限

で与えることができる｡

例えば煙霧質の粒度分布函数を

′(¢)=抑0(β~鍾一g~α¢)(第`図参照)とすれば

!;;〔1`∴…1

×100(%)….(13)

となり,煙霧賀の隠匿を α=0･7,β=0･05,比重p8=

2.8,誘電率

20CC,空気)

4,2月o=16,

19e.s.u.

==5,ガスの粘度p=1･8×10~4Poise(at

とし,またサイクロン寸 ゐ=8cm,∂=

Z=64,一桝=1,乃=1/2とし電界強度G=

してCY-EPの荷電および無荷電時の集塵

.(11)

率を(13)式より計算すると第3図のようになり荷電効

果は y壱<10m/S において特に顕著になることがわか

る｡またCY-EPによれば処理風量の変動に対して常に

一定の集塵率で運転することができることを示してい

る｡

〔ⅠⅠⅠ〕試作CY･EPの構造

CY-EPの集塵個性を検討し,かつその寸法効果を究

明するため第4図(次頁参照)および第l表(次頁参照)に

示すような大,中,小3種類のものを試作した｡なおお

のおのの最大処理風量は小(Ⅰ)型は35m3/b,中(ⅠⅠ)型

は350m3/b,大(ⅠⅠⅠ)型は600m3/blこなるように計

画した｡

(Ⅰ)型はサイクロン内部の気流および集塵状態が観察

しやすいように外問および円錐部を一体として硬質ガラ

ス(内壁に2mm日の金網を内張りし,接地集塵極とし

た)で製作した｡(ⅠⅠ)および(ⅠⅠⅠ)型は不鋳鋼製である｡

針端放電極はサイクロ:/内筒頂部に支持碍子と壁抜碍

子とを設けて,これにより十字匁型(1)および針端放電

極(1)を吊し,針端放電極の尖端ほ前述した仮想円錐面と

一致するようその寸法を定めた｡サイクロン外筒,円錐

部および内筒は集塵極となる｡
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第4図 試 作 CY-EP の

Fig･4.VerticalCross･Sectional

ExperimentalCY-EP Collector

子宝厚言†

第38巻 第4号

第1表 試作CY-EPの各部寸法(単位mm)
Tablel.Dimensional Detail

mentalCY-EP(Unit:mm)
Of Experト

〔ⅠⅤ〕集塵特性の実験方法

実験こ供した煙霧ほセメント原料粉末および酸化亜鉛

ダストで,前者の場合は第5図の実験装置におt･､て送風

用ターボブロワより風量調整弁を通して試作CY-EP

へ送風し,供試セメント原料粉末は発重器内に圧鮎空気

を噴出して発塵せしめ,ターボブロワでCY【EPの入口

ヘ圧送するようにした｡集塵率は投入ダスト量とCY一

EPの捕集ダスト量かとら めた｡なお供試セメント原

料ダストの員比重ほ2t8,見掛比重は0.5で,また粒度

分布を沈降式自動粒度測定器で測定した結果を第一図に

示す｡図｢トゐほ沈降する高さ,〃ほ 液の粘度,机はダ

ストの貢上ヒ重,Pきはダストの見掛比重p′は媒西友の比

重,gは重力の加速度,Ⅳ伊ほダストの使用重量である｡

後者の場合は弟7図のごとく工場内の貢鎗屑より銅を

第5図 セメント原料ダストによる試作CY-EPの集塵特性実験装置
Fig･5･Arrangement for MeasuringCollectionE凪ciencyof

ExperimentalCY-EPon Powdered Cement RawMaterial

回収する炉の排ガス中に含まれた酸化

亜鉛ダストを試作CY-EPに送風して

実験した｡集塵率はCY-EPの入口お

よび出口ガスの合塵密度をダストチュ

ーブ(日立標準)により測定して算出

した｡この酸化亜鉛ダストの頁比重は

5t8,見掛比置は0.8で,またその拉度

:モ第8図の電子顕微鏡写真に示すよう

こ約2.〃以下の針または棒状結晶体で

ある｡

なお実験時の荷電実効電圧および放

電々胤ま(Ⅰ)型の場合ほ8kV,0.1

mA,(ⅠⅠ)型では22kV,0.5mA,

(ⅠⅠⅠ)型では30kV,1mAとして行

った｡

〔Ⅴ〕実験結果とその

(り 圧 力 損 失

各型式のCY-EPの圧力損失AP
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一_

･二
∴小

策6図 供試セメ ント原料ダストの粒度分布
(沈降法による)

Fig.6.ParticleSizeCompositionofPowdered

Cement Raw Materialfor Experiments

ム♂｢ユーム

第 2 表(Ⅰ),(ⅠⅠ)および(ⅠⅠⅠ)型CY-EPの

gおよび α の倍

Table2.Values of Constants K and a of

Type(I),(ⅠⅠ)and(III)CY←EP

(mmAq)と入口風速Vi(m/S)との関係を貰9図(次

参照)に示す｡この結果よりつぎの関係式をうる｡

』タ=田町.‥･
‥.(14)

定数α,gを第?固より求めると第2表のようになる｡

すなわち,サイクロン外筒が小さいほどαは2に近づき

外筒径2j?0<60mmでは圧力損失APは入口風速Ⅴ宜2

に:主上んど比例することがわかる｡また,この間係は高

圧放電恒の有無によって変化が認められないので,高圧

放電碗を第4図のように配置すれば,これがいわゆる

Rankine'1S eddyを乱してサ

イクロ∵/の遠心分離作用を衰

えさせるおそれはないものと

推察される｡また,この事芙

は(Ⅰ)型CY-EPのガラ

第7図 酸化亜鉛ダストによる試作CY-EPの集塵特性実験装置

Fig.7.Arrangement for Measuring CollectionE丘ciency

of ExperimentalCY-EP on Zinc Oxide Fume

第8図 酸化亜鉛ヒューム(倍率M=6,000)

Fig.8.Electron Micrograph of Zinc

Oxide Fume

外筒より観察することができ

た｡

集 塵 特 性

セメント原料粉末に

ついて行った場合

(Ⅰ),(ⅠⅠ)および(ⅠⅠⅠ)型の

荷電および無荷電時の 臨率

り(%)と入Ll風速1n(m/S)

との関係をそれぞれ第10図

～第12図(次貢参照)に示し

た｡ただし(ⅠⅠ)型の場合はサイクロ:/2基を直列に接続

し,前段を1次CY-EP,後投を2次CY-EPとしてお

のおのの集塵特性を測定した｡貰13図(次項参照)および

第】咽(次頁参照)ほ(ⅠⅠ)型の荷電および無荷電時の集塵

率と入口含塵密度との関係を示したものである｡以上の

よりつぎのことがいえる｡CY-EPの荷電効果は入

口風速あるいは処理風量が小さいほど顕著で,荷電した

場合の集塵率の改善度』りは処理風量の増加とともに小

さくなる｡すなわち,入口風速の上昇につれて荷電効果

は減少して垂下特性をとりサイクロン固有の集塵特性,

すなわちCY-EPの無荷電時の飽和持性曲線に漸近し,

(Ⅰ)型では95%,(ⅠⅠ)型では90%,(ⅠⅠⅠ)型では92%

に漸近する｡これは〔ⅠⅠ]の理論式(11),(13) および
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入口周壇 ル■r勿)

第9図 試作CY-EPの圧力損失と入口風速との

関係

Fig･9･RelationbetweenPressureDropand

InletGasVelocityofExperimentalCY･EP

人[コ席上速｡け叩挽

第10国(Ⅰ)型CY-EPの集塵率と入口風速との

関係(セメ=ント原料ダスト)

Fig.10.Relation between Collection Ef一

点ciencyandInletGasVelocityof Type(Ⅰ)
CY-EP(Powdered Cement Raw Material)

その計算結果(貰3図)からもあきらかなように,入口風

速y｡に対して遠心力による集塵作用は比例的に,電気

集塵作用は反比例的に変化することが,CY-EPでは綜

合されて現れるためと考えられる｡

Vi=10～15m/s における集 率の改善度丑りは数%

で,一見僅かなようであるが,このような試験ダストに

対してこの程度のり向上はサイクロンのような機械的集

器では,一般的にその 塵率90%以上における改善

はその動作原理から経済的に困難であり,また電気集塵

器でこ荷電時間にして数秒の増加を必要とする｡たとえ
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第11図(ⅠⅠ)型CY-EPの集塵率と入口風速と

の関係(セメント原料ダスト)
Fig.11.Relation between Collection Ef一

点ciency andInlet Gas Velocity of Type

(II)CY-EP(Powdered Cement Raw

Material)

J

入口属洩 レ川鍋)

.丁

第12区l(ⅠⅠⅠ)型CY岬EPの集塵率と入口風速と

の関係(セメント原料ダスり
Fig.12.Relation between Collection Ef-

ficiency andInlet Gas Velocity of Type･

(ⅠII)CY-EP(Powdered Cement Raw

Material)

ば電気 塵器の 塵率90%を5%高めるためには,そ

の集塵容積を約2倍にせねばならぬことから,CY-EP

の集塵率の改善度は顕著なものであるといえる｡
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第13図(ⅠⅠ)型CY-EPの集塵率と入口含塵密度

との関係(荷電)
Fig･13･Relation between Collection Ef一

缶ciency andInletSmoke Density of Type

(ⅠⅠ)CY-EP(Charged)
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第14国(ⅠⅠ)型CY-EPの集塵率と入口合塵
密度との関係(無荷電)

Fig.14.Collection E丘ciency andInlet

Smoke Density of Type(ⅠⅠ)CY-EP

(Uncharged)

なお(Ⅰ)型については普通サイクロンの使用限界入口

風速Ⅴ｡=30m′/sよりもさらに高負荷における集塵特性

を測定したが,このような高負荷になると第10図の測定

結果からあきらかなように入口風連あるいは処理風量の

一
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第15区l(ⅠⅠ)型CYrEP(1次)で掃集されたセ

メント原料ダストの粒度分布
Fig.15･Particle Size CompositionofPow･

dered Cement Raw MaterialColleetedin

PrimaryType(ⅠⅠ)CY-EP
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第16図(ⅠⅠ)型CY-EP(2次)で描集されたセ

メント原料ダストの果皮分布

Fig･16･Particle Size Composition ofPow･

dered Cement Raw MaterialCollectedin

Secondary Type(ⅠⅠ)CY-EP

増加とともに集塵率は低下する｡この原因は遠心集塵作

用の増大よりも捕集ダストの再飛散が大きく影響するた

めと推察される｡

(ⅠⅠ)型を2基直列に接続して両者とも荷電した場′含,

おのおののCY-EPに捕焦されたダストの程度分布と化

学成分組成は第15,1占図および笥3表(次頁参照)のよ

うである｡これより2次CY-EPの捕集ダストは10/`

以下の微粒子から成り,その見料比重は0･28で,1次

CY-EPの0.75 に比べ粒度分布とともに著しくノトさい

ことがわかる｡これは荷電によって生じたイオン風のた
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第3表(ⅠⅠ)型CY-EPl次および2次補集ダストの化学成分組成の比較

Table3･ChemicalComposition
ofPowderedCementRaw

CollectedinPrimaryandSecondaryType(II)CY-EP
Material
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第17図(ⅠⅠ)型CY-EPの集塵率と入口風速と

の関係
Fig.17.Relation between Collection Ef一

缶ciency andInlet Gas Velocity of Type

(ⅠⅠ)CYrEP for Zinc Oxide Fume

めに微粒子が陳時に凝集して遠心力およびクーロンカに

より集塵されたためと考えられる｡

集塵率と入口含塵密度との関係は第13囲および第14図

からあきらかなように30～250g/m3の範匝に誉トりはほ

ぼ一定であるが,2決CY-EPでは合寝密度が増加する

と集 率は低下するようである｡

(B)酸化亜鉛ダストについて行った場合

処理風量の関係から(ⅠⅠ)型のみについて実験した｡

最初(ⅠⅠ)型単独で実験したが,集塵対象が亜鉛酸化物

の2一日以下の微粒子で見掛比貢がはなほだしく小さいた

め荷電効果はほとんご認められな1.･､ようであった｡しか

しこのとき捕集されるダストの性状は荷電と無荷電とで

は著しい相通を示し,手~庁電した場合にはその見掛比重は

著しく小さくなる｡これは前一述のようにイオン夙によつ

て微粒子の凝 が促進されるためと考えられる｡すなわ

ち,遠心力で外筒内壁に集塵されても見掛比重が小さい

ために重プJ沈降せず,サイクロ‥/内に長く滞留している

うちに旋回気胤二乗って再飛散するものが多く,荷電に
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第18図(ⅠⅠ)型CY-EP(1次)

化亜鉛ダストの果皮分布(荷電)
で掃集された酸

Fig･18･Particle Size Composition of Zinc

Oxide Fume Collectedin Primary Type

(II)CYpEP(Charged)

♂

■
】

､
､
.
､
､

〃

β--

β/ 〟■ Jげ β∠〟 〝

カ=ZJ(冴
･･-

∴･､

尾=丘傭β
み=/･
∴･､･:∴~･･

柑=♂g
尾=戊77

分散剤:＼車ワメタ

燐酸リーグ

､

ご.ご 二､

着工 径 ¢(メ)

第19図(ⅠⅠ)型CY-EP(2次)で摘集された酸

化亜鉛ダストの粒庶分布(無荷電)

Fig･19.Particle Size Composition of Zinc

OxideFume Collectedin Secondary Type

(II)CY-EP(Uncharged)

よる集塵能力は向上しても実質的には集塵率が改善され

ないものと推察される｡この考察を確認するために,

(ⅠⅠ)型を2基直列に接続して1次CY-EPを荷電し,2

次CY-EPを無荷電として,1次CY-EPでは粗粒子

を遠心力で集 し,微粒子は電気的に凝集粗大化し2次

CY-EPでそれを遠心力で集塵する実験を試みた｡その

結果は第17図のようである｡この場合,1次CY-EPの
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外筒および円錐部に 塵されたダストは電気力で圧着さ

れてホッパーへ落下せず堆積するので,その内壁に金網

を内張りし,それを電磁パイプレ←ターで振動しホッパ

ー中へ速かに落｣Fさせるようにした｡この結果,第17図

からあきらかなように Ⅴ壱=10m/sの場合仁無荷電で

り=55%のものが荷電でり=70% に改善された｡この

ときの1次および2次CY-EPにおける捕集ダストと粒

度分布は第相国および第け図のようで2次CY-EPの捕

集ダストの粒凰･ま,1次CY-EPのそれに比べてや｣細

いのl･ま前述の電気的凝集作用についての考察が正しいこ

とを示すものであろう｡

〔ⅤⅠ〕績 言

新型式の集塵装置として遠心電気集塵器(CY-EP)を

考案試作し,その集塵特性を測定し,かつ煙霧賀の程度

分布を考慮した集塵率を理論的に求めて検討した結果,

これが工業装置として有効であることが確認できた｡こ

のCY-EPほ単にサイクロ:/の集塵率を向上させるだけ

でなく,乾式租 塵器として

(1)処理風量が変動しても,常に一定の高集塵率を

保持しうる｡

(2)電気集塵器より構造が簡

る｡

で,保守が容易であ

(3)原価を低減できる｡

(4)100g/m3 くらいの高含塵密度の場合,または

酸化亜鉛Fumeのような微粒子でぽl〕互置粗集塵

器(Precleaner)または凝 器(Coagulator)

して使用すると効果的である｡

なごの特長を有する｡

電気集塵器の前に機械的前置粗集塵器(Precleaner)

としてマルチサイクロン(MC)を設置するMC-EP方

式がセメントダストその他の集塵装置として実施されて

いるが,この方式は MCにより約10/J以上の粒子を

描集し,後段のEPにより残りの約10/J以下の微粒子

を捕焦しようとするもので,10/J以上の拉了･を多く含む

腰帯質に対してはEPのみでこれを処理するよりも経済

的に有利である｡しかしフライ･アッシュ｢可収のように

特定都子以上を分離して残余をEPで 収する必要のあ

る場合l･ま別として一般には,MCの替りにCY"EPを使

用すればMC と同様集塵特性を示し,かつ微粒子が凝

集滞竃して後段のEPへ流入するので,CY-EP-EPの

有効集塵容積はMC-EPのそれより縮小でき,その結

果原価の低減を閉ることができる｡

また,カーボンブラック製造工業におけるカサポンプ

ラックの集塵では普通EIしCY方式が採用されるが,

れはEPを単に凝集器(Coagulator)(り=50%位)

こ

して使用し,こ｣で凝集粗大化したカーボンブラックを

後段のサイクロンで集塵しようとするもので,この場合

にCY-EP-PEP方式を採用すればさらに集塵率を改善し

うる｡以上のほか硫酸ミスト,タールミストなどの

あるいは考別本空気輸送における終端分離に応用しても有

効と考えられる｡ りに本研究にあたり実験に協力され

た日立研究所研究室秋元耕作君の労を深謝する｡
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最近登録された日立製作所の特許および実用新案 (その4)
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新 案 の 紹 介

泉 千吉郎･楊

複数電動機の 自 動調速安全装置

抄紙機適転用電動機のごとく数台の電郵傾が並設され

て運転するに際し,そのうちの比較的定通運転する電動

機を基準とし他をこれに対し一定関係をもって追従運転

するといった装置では,図に示すように電動横唯を基

準とした場合これiこ続く電動機叫との間には互に動力

セルシン92,綱2および gl,∽1を介して差郵歯車機構

ガGを設けることが普通行われ,機構βGの公転軸.範

により叫の界磁調整抵抗Rlを自動制御するようにな

っている｡このような装置では一且叫が城に対して
結合LてLまえばその後は両者が一定の関係を保ってい

る限り･範軸は一定位置に停止し,一定関係が崩れると

早速ズ4軸が応動して点1を自動制御しもって叫の速

度を城に対Lて合調せしめるのであるが,唯が先に

起動運転し いて〟Lが起動運転して両者が一定関係下

に結合するまでの問を考えるとそこにあるトラブルが予

想されるのである｡すなわち極端な場合凪が停止で〟2

が回転すれば機構βGはその公転軸.範をむやみに回す

ことになり いて回転を起す叫の界磁励磁度を全く混

乱におとしいれてしまうことになる｡一般に俄に対す

る〟1の速度差が大きい状態で両者を結合することはこ

のような理由から不可である｡本案はこの欠点を簡単に
除去しうる安全装際であって,両電動機弧,喝に所属

する動力セルシン発電機glおよび g2の出力端に平衡

用接続線エを張り,切替開閉器CS,接触点旦,屯に

元之

よって接続を速断しうるようにしたものである｡今蝿

起動運転中CSを範に倒して弼1をg2に接続すると,

∂Gのα,みを等速回転せしめて量軸のみだりな動き

を抑制し,ついで叫起動運転し城とほぼ等しい速度

に達すればCSを範から旦に切替えることによって

両竃郵機を一定関係にきわめて円滑に結合することがで

きる｡ (宮崎)




